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番号 学年 教科 テンプレートファイル名

01 １年 国語
古典の言葉
〜歴史的仮名遣いの特徴を理解しよう〜

02 ２年 国語
鑑賞文
〜鑑賞画から読み取れることを４つの視点で分類しよう〜

03 ３年 社会
民主主義の政治の特徴
〜多数決の問題点について考えよう〜

04 １年 数学
関数
〜表・式・グラフの利便性と活用について考えよう〜

05 ２年 数学
図形の性質の調べ方
〜くさび形四角形の角の性質を根拠をもとに説明しよう〜

06 ３年 数学
円の性質と証明
〜円周角の定理を用いて証明をしよう〜

07 １年 理科
気体の性質
〜気体の性質にあった気体の集め方を考えよう〜

08 ３年 理科
運動とエネルギー
〜台車とふりこのエネルギーの変化について考えよう〜

09 ３年 英語
Unit 6 Scene ②
〜音読練習をしようの説明書〜

10 ３年 音楽
リズムアンサンブル
〜演奏の工夫を振り返ろう 〜

11 １年 保体
バレーボール
〜ボールをつなぐための動き方を見つけよう〜

12 ２年 保体
バスケットボール
〜攻め方、守り方のチームの課題や成果を見つけよう〜

13 ２年 技術
プログラミング
〜自動販売機のプログラムをアクティビティ図で示そう〜

14 ３年 家庭
幼児期の生活習慣
〜家族や周囲の大人の役割を考えよう〜

15 ３年 道徳
塩むすび
〜食べた側と作った側の立ち場に分かれて考えよう〜

【テンプレート⼀覧表】

【保存先】　Googleドライブ　＞　全職員＿共有　＞　 05_GIGAスクール
　　　　　　＞　01_フロンティアGIGAスクール　＞　 j03_桜馬場中
　　　　　　＞　R4実践事例集テンプレート

　　　　　　※必ずコピーをしてから、ご使用ください。
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手順 Chromebookの活用ポイント

①
歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直して
読む。

様々な古文単語をジャムボー
ドに提示しておく。

②

歴史的仮名遣いの特徴や法則性につい
て協議し、古文単語を分類する。個人で
考え、班で協議することで、考えを深めさ
せる。

提示された古文単語をジャム
ボード上でグルーピングす
る。

③

班で考えた歴史的仮名遣いの特徴や法
則性について発表する。

色や囲み等でグルーピングさ
れた他の班のジャムボードを
見ることで、歴史的仮名遣い
への理解を深める。

単　　　元 いにしえの心にふれる

本時の学習 古典の言葉～歴史的仮名遣い～

目　　　標
歴史的仮名遣いの読み方や特徴について理解し、現代仮名
遣いに直すことができる。

活用アプリ等 ジャムボード【テンプレート０１】

【概要と手順】

①様々な古文単
語を提示する。

国語科・１年

②共有したジャムボード上で、班で協
議しながら分類していく。

③ジャムボードをテレビに表示し、歴
史的仮名遣いの特徴や法則性につ
いての気づきを発表する。
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単　　　元 魅力を効果的に伝えよう

本時の学習 鑑賞文を書く

目　　　標
鑑賞画に興味・関心を持ち、表現の効果を考えながら鑑賞文
の下書きを書くことができる。

活用アプリ等 ジャムボード【テンプレート０２】

手順 Chromebookの活用ポイント

①

鑑賞画から読み取れることを、４
つの観点に分類して考える。

ジャムボードの背景にワークシートを
設定し、４つの観点に分類しながら意
見を出す。

②
各自の意見を班で共有する。 各自の意見を班のメンバーで共有し、

より良い意見は認め、声に出してい
く。

①「スライド」を共有する

国語科・２年

①②鑑賞画から読み
取れることを、４つの観
点で分類し、班内で発
表を行う。

【概要と手順】
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単　　　元 第３章１節　現代の民主主義　１政治と民主主義

本時の学習 「民主主義の政治の特徴について理解しよう」

目　　　標
民主主義の政治の特徴について、国民主義、間接民主制や
多数決の原理などを理解し、記述できる。

活用アプリ等 ジャムボード【テンプレート０３（１）～（４）】

【概要と手順】

手順 Chromebookの活用ポイント

①
「直接民主制制、間接民主制、王
政」を、効率・公正などの観点で考
え、座標軸に当てはめていく。

教員が生徒の意見をもとに、ジャム
ボード上の付箋を動かす。

②
「多数決、全会一致、一人で決める」
を座標軸に当てはめる。

ジャムボード上の付箋を動かしな
がら、自分なりの考えを付箋の位
置で表し、全体で共有する。

③
多数決の方法を、公正さについて比
較する。

ジャムボードの付箋を生徒が考え
た座標軸の場所に貼り付け、全体
で共有して、意見交換する。

④
班で多数決の問題点について意見
を出し合う。

班のジャムボードに付箋で意見を
出す。

⑤
今日の学習と教科書をもとに、民主
主義の政治の特徴について、キー
ワードを使ってまとめる。

社会科・３年

②ジャムボード上の付箋を動かすこと
で、それぞれの決定の仕方がどの程度
公正なのか、効率的なのかについて考
える。個人の活動の後、全体で共有し、
多数決は公正さに課題があることを確認
する。

④班ごとに、多
数決の問題点に
ついて意見を出
し合い、全体で
共有する。
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単　　　元 比例・反比例の利用

本時の学習
関数における表・式・グラフの利便性、効果的な活用につい
て考える。

目　　　標
課題解決に向けて、表・式・グラフのいずれを用いることが最
適か、その根拠を協働的に考えることができる。

活用アプリ等 ジャムボード【テンプレート０４】

【概要と手順】

手順 Chromebookの活用ポイント

①
道のり・速さ・時間に関する課題に取り組
む。

②

表・式・グラフの利便性について意見を出
し、課題（問題）によって、どれを活用する
ことが適しているかを考える。

表を背景に設定したジャム
ボードに、表・式・グラフの便
利な点・不便な点について意
見を出し、協議する。

③

表・式・グラフの効果的な活用場面につい
て協議し、考えをまとめる。

表を背景に設定したジャム
ボードに、表・式・グラフの活
用場面について意見を出し、
協議する。

数学科・１年

②表・式・グラフの利便性について意
見を出す。

③表・式・グラフの効果的な活用場面
について意見を出す。
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単　　　元 図形の性質の調べ方

本時の学習 くさび形四角形の性質を根拠を示しながら説明しよう。

目　　　標
くさび形四角形の角の性質を、根拠を示しながら説明すること
ができる。

活用アプリ等 GeoGebra・ジャムボード【テンプレート０５】

【概要と手順】

手順 Chromebookの活用ポイント

①
本時の課題をとらえる。 GeoGebraで作成したくさび

形四角形を操作する。

②

具体的な角度の図形について考える。 個人で考えた後、考え方を班
で共有する。ジャムボードを
共同編集し、説明のための資
料を作成する。

③
根拠を示しながら、考え方を説明する。 共同編集で作成したジャム

ボードをもとに、考え方を説
明する。

④
学習内容をレポートにまとめる。 学習内容をレポート（ジャム

ボード）にまとめる。

数学科・２年

②考え方を班で協議し、説明のための
資料（ジャムボード）を共同で作成す
る。

③共同編集したジャムボードをもとに、
考え方を説明する。
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単　　　元 円の性質の利用

本時の学習 円の性質を利用しながら証明する。

目　　　標
三角形が相似であることを、円の性質を利用しながら証明す
ることができる。

活用アプリ等 スライド【テンプレート０６】

【概要と手順】

手順 Chromebookの活用ポイント

①
円の性質を利用して、三角形が相似であ
ることを証明する。

辺や角、性質や相似条件を
スライドのテキストボックスで
準備しておき、移動させる。

②
証明を進める上での手順を確認する。 辺や角、性質や相似条件を

色分けして準備しておき、証
明の手順を確認する。

③
確認した手順を意識しながら、証明をす
る。

証明を進めていく上での優先
順位を確認し、見通しをもた
せる。

④
円の性質を積極的に用いて、発展問題に
チャレンジする。

習熟度ごとに発展問題をスラ
イドで準備しておく。

④習熟度別
の発展問題
スライドで準
備する。

数学科・３年

③相似条件を決めてから証明を始めると
見通しが持てることに気づかせる。

12

①②赤→青→黄の順で並べると
上手くいくことを確認する。
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単　　　元 身のまわりの物質

本時の学習 性質にあった気体の集め方を考えよう。

目　　　標
気体の性質を確認し、それをもとに気体の適切な集め方を考
え、導き出すことができる。

活用アプリ等 ジャムボード【テンプレート０７】

【概要と手順】

手順 Chromebookの活用ポイント

①
授業前にジャムボードで「気体の性質・
表」を用意し、「クラスルーム」に配付して
おく。

用意されている気体の性質を
記入した付箋を、適切な枠に
移動させて表を完成させる。

②
足りない付箋を自分でつくり、表を完成さ
せる。

適切な内容を、色を変えた付
箋に書き込む。

③
個人の考えを班で共有し、確認する。 違う部分があれば意見を出

し、正しい表を完成させる。

④
３つの気体の集め方の図をジャムボード
で配布し、それぞれの方法で集められる
気体の性質を考える。

個人で記入した考えをもとに班
で意見を出し合い、考えを深め
る。

⑤

練習問題「酸素・二酸化炭素・水素・アン
モニアの集め方」に取り組む。

性質をもとに、それぞれの気
体の集め方を考え、本時の学
習内容を確認する。

理科・１年

①②③個人で考えられるように、全
員にコピーを配布する。

④それぞれの方法で集められる気
体の性質を考える。
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単　　　元 学びを広げよう　自由研究

本時の学習 「自由研究発表会」を行い、優秀作品を選出しよう。

目　　　標
夏休みに行った自由研究について、相手にわかりやすく伝え
ることができる。

活用アプリ等 スライド・ドキュメント・フォーム

【概要と手順】

手順 Chromebookの活用ポイント

①
各自が作成した自由研究資料をプロジェ
クターでスクリーンに映し出す。

スライドで作成した自由研究
資料を映し出す。

②
（話し手）説明と資料の提示方法を工夫
し、自由研究資料のプレゼンテーションを
行う。

③
（聞き手）発表を聞き、疑問に感じたことを
質問する。内容および説明の態度を評価
し、送信する。

フォームで相互評価を行う。

理科・２年

②スライドをスク
リーンに映し出
し、プレゼンを行
う。
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単　　　元 運動とエネルギー　

本時の学習
台車とふりこの運動における位置エネルギーと運動エネル
ギーの変化について考えよう。

目　　　標
台車とふりこの運動などにおける力学的エネルギーについて
関心をもって考え、仲間と協働して課題を解決することがで
きる。

活用アプリ等 ジャムボード【テンプレート０８】

【概要と手順】

手順 Chromebookの活用ポイント

①
台車の運動における、位置エネルギーと
運動エネルギーの関係を考える。

表を背景に設定したジャムボードに、
足りないキーワードを考え、付箋を動
かして表を完成させる。

②
ふりこの運動における、位置エネルギーと
運動エネルギーと力学的エネルギーの関
係を考える。

表を背景に設定したジャムボードに、
足りないキーワードを考え、付箋で入
れる。

③
運動エネルギーの変化を考え、グラフに
表す。

運動エネルギーの変化を考え、ペン
機能を使って、グラフを書く。

④
力学的エネルギー実験器における金属球
の運動について考える。

付箋に実験結果の予想を書く。

⑤
実験のまとめを行う。 結果を自分の言葉でまとめ、クラス

ルームに提出する。

理科・３年

①付箋を動かして
表を完成させる。

②③付箋に必
要なキーワー
ドを書き、グラ
フを書く。

④⑤予想をたて、実
験の結果を自分の言
葉でまとめる。

16



17



単　　　元 Unit 6 Beyond Borders Scene②

本時の学習
話し手の意図を理解しながら、自然な英語で会話ができるよ
う音読練習をしよう。

目　　　標
適切な発音、リズム、アクセント、抑揚及び意味のまとまりを
意識した音読練習ができる。

活用アプリ等
デジタル教科書・ドキュメント【テンプレート０９】
カメラ・クラスルーム

【概要と手順】

手順 Chromebookの活用ポイント

①
JETとALTの判読を聞き、個別に音読練
習をする。

ドキュメントで音読練習の仕方
を確認させる。

②
ペアで音読練習をし、お互いの音読に
ついてアドバイスを行う。アドバイスをも
とに再度個人で練習をする。

デジタル教科書で発音やアクセ
ントを確認する。

③
適切な発音やアクセントができているか
確認する。

音読を入力するドキュメントを準
備し、デジタル教科書で確認し
ながら音声を吹き込ませる。

④
班内で音読が上手だった人を選んで発
表し、練習の参考にする。

お互いのドキュメントを確認し、
良かった点を話し合う。

⑤
自分の音読を録画して客観的に聞くこと
で、上達したところや改善点を見つけ
る。

カメラ機能で音読を録画し、クラ
スルームで送信する。

英語科・３年

②デジタル教科書で音読練習

18

③ドキュメントの音声入力機能を
使って、音読をチェックする。
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題　　　材 A　表現、創作「リズムアンサンブル」

本時の学習
「打楽器のための小品」を班で演奏し、表現の工夫や部分的
な創作を行う。

目　　　標
自分たちの工夫を生かしたリズムアンサンブルを作ることが
できる。

活用アプリ等 ジャムボード【テンプレート１０】、カメラ機能

【概要と手順】

手順  Chromebookの活用ポイント

①

〇「打楽器のための小品」を一斉
に演奏する。
〇「演奏の工夫」の例を挙げ、一
斉に演奏する。
〇録音・録画機能の有効性を確
認する。

②
グループ別に練習に取り組む。 自分たちのパフォーマンスを録音・録

画し、客観的に聴いたり、見たりする
ことで工夫を重ねさせる。

③

〇いくつかの班が代表で、発表す
る。
〇パフォーマンスの完成に向け
て、どのような工夫が有効か考え
を出し合う。

ジャムボードに「演出」、「速度」、「速
度」の工夫が見られた点を記入し合
う。次時の作品の完成、発表に向け
て各班の工夫を共有し、パフォーマン
スの向上につなげる。

音楽科（表現・創作）・３年

③表現、創作における各班の工夫は、
全員で共有し、次時に生かせるようにす
る。

②パフォーマンスを録音・録画し、
客観的に視聴する。
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単　　　元 球技　ソフトボール

本時の学習 ソフトボール

目　　　標 ゴロの捕球（セカンド守備）と１塁への正確な送球ができる。

活用アプリ等 カメラ機能（動画撮影・動画視聴）

【概要と手順】

手順 Chromebookの活用ポイント

①

〇準備運動
〇前時の振り返り
〇本時の活動内容の確認
〇本時の課題を意識してのキャッチボー
ル、ゴロの捕球の練習

前時の動画（キャッチボール）
を視聴し、ボールの投げ方や
キャッチの仕方を想起させる。

②

〇セカンドにおけるゴロの捕球と送球の練
習を行う。
〇動画撮影・セカンド守備・ファースト守備
の３グループに分け、ローテーションで活
動を行う。

グループ分けをし、動画撮影・
視聴を行う。

③ 本時のまとめを行う。

保健体育科・１年

①動画でキャッチ
ボールの課題を確認 ②セカンドでのゴロの捕球

の様子を撮影する。

①動画で自分のスイン
グを確認
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単　　　元 球技　バレーボール

本時の学習 バレーボール

目　　　標
班と協力し、よりボールをつなぐための動き方を見つけること
ができる。

活用アプリ等 ジャムボード【テンプレート１１】・カメラ機能

【概要と手順】

手順 Chromebookの活用ポイント

①

〇準備運動
〇前時振り返り
〇本時の活動内容の確認
〇本時の課題を意識してのキャッチ
ボール

前時の授業動画（班でのミニゲー
ム）と振り返りのジャムボードを確認
し、本時の課題を意識させる。

②

４対４のミニゲームを行う 〇コートに入らないメンバーが動画
撮影をする。
〇ミニゲーム後に撮影した動画を視
聴し、改善点や作戦について話し合
う。

③
本時のまとめを行う。 ジャムボードに自分やチームの課

題を挙げていき、今後の活動に生
かす。

保健体育科・１年

③ミニゲームを通して、見
つかった課題（個人・チー
ム）を入力する。

①前時のジャムボードを確
認し、本時のめあてを考え
る。
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単　　　元 球技　バスケットボール

本時の学習 バスケットボール

目　　　標
攻め方、守り方のポイントを意識し、チームの課題や成果を
見つけることができる。

活用アプリ等 ジャムボード【テンプレート１２】・カメラ機能

【概要と手順】

手順 Chromebookの活用ポイント

①

〇ウォーミングアップ
〇前時の動画・ジャムボードを確認し、
チームの課題を共有する。
〇ミーティング（教科書で攻め方・守り方
のポイント確認）

前時にジャムボードで作成し
た課題と成果を見直す。個人
で新たな課題を考え共有し、
課題の解決方法をチームで考
える。

②
練習ゲームを行う。 ゲームの様子を動画で撮影す

る。

③

次時のリーグ戦に向けて、チーム全体で
課題と成果をまとめる。

チームの良さを生かしながら、
課題克服のための工夫点に
ついて、ジャムボード上で意見
を出し合う。

保健体育科・２年

①ジャムボードの
付箋をもとに課題
の解決策を考え
る。

③ジャムボードの
個人の考えをもと
に、チームの課題
を考える。
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単　　　元 プログラミング

本時の学習 双方向性のあるコンテンツのプログラミングによる解決

目　　　標
プログラムを作成するために必要な設計図（アクティビティ
図）を作成することができる。

活用アプリ等 スライド【テンプレート１３】・スプレッドシート

【概要と手順】

手順 Chromebookの活用ポイント

①
プログラミングのWebページの準備をす
る。

前時の活動で学習したことにつ
いて、黒板に掲示する。

②

プログラムを作成するために必要な設計
図（アクティビティ図）の説明をする。「カ
レーライスを作る」、「コンビニで商品を買
う」を例に、アクティビティ図を黒板に提
示する。

自動販売機のプログラムにつ
いて、個→グループの順で考
え、スライドを使って、アクティ
ビティ図で示す。

③
各班で作成したアクティビティ図をテレビ
に示し、代表班が説明する。

班で共同編集したスライドをテ
レビに映し出す。

④
複数のPC間でメッセージをやり取りする
チャットアプリのアクティビティ図につい
て考える。

自動販売機のアクティビティ図
を例に、ワークシートに回答を
記入する。

⑤
本時の学習内容について、「アクティビ
ティ図」「変数」というワードを用いて振り
返りをする。

スプレッドシートに授業の振り
返りを入力する。

技術家庭科（技術分野）・２年

①「スライド」を共有し、１人１枚
割り当てる。

※班で１つのスライドを共有しているので、すぐに
他の班員の取組状況を見ることができる。

②図形を動かして、手
順を考える。
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単　　　元 保育分野

本時の学習 幼児期の生活習慣の習得と大人の役割を知ろう

目　　　標
生活習慣の意義を理解し、家族や周囲の大人の役割を考え
ることができる。

活用アプリ等
ジャムボード【テンプレート１４】
フォーム・スプレッドシート

【概要と手順】

手順  Chromebookの活用ポイント

①
基本的生活習慣と社会的生活習慣の定
義を知り、具体的な内容を自分の経験を
つなげて意見を出させる。

ジャムボードで「生活習慣」の
具体的な内容を書き出す。

②

生活習慣を身につけさせるための周囲の
配慮について考える。
「着脱衣をなかなか行わない 2歳児が途中
で投げ出す」動画を見せ、周囲の大人の
対応を考えながら、育てる側への心構え
を見つけさせる。

ジャムボードで「良い接し方」
「悪い接し方」の意見を多数
出させる中で、最適な方法を
班で話し合いながら導き出
す。

③
本時の振り返りを記入する。 フォームで本時の振り返りを

入力し、その場でスプレット
シートで共有する。

技術家庭科（家庭分野）・３年

①生活習慣の具体的な内容をジャムボー
ドに自由に書き出す。

②幼児への接し方の良い悪い
を考える中で、接する時に大
事にしなければいけないことに
自然に繋がるような思考にな
るようにした。
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単　　　元 Ｂ－（６）思いやり・感謝　

本時の学習 塩むすび

目　　　標
多くの人々の善意により、日々の生活や自分があることに感
謝し、自分もそのような価値ある行動を取ろうとする態度を育
てる。

活用アプリ等
ジャムボード【テンプレート１５】
フォーム・スプレッドシート・スライド

【概要と手順】

手順 Chromebookの活用ポイント

①

好きなおにぎりの具材について、意
見を出し合う。

フォームで「好きなおにぎり」のアン
ケートを取り、結果をスプレッドシー
トで提示する。

②
「塩むすび」を読む。 デジタル教科書を活用し、内容を把

握する。

③
“塩むすび”を作った側と、食べた側
の立場に分かれ、心情に迫る。（意
見の共有・発表）

ジャムボードを用いて、２つの立場
の心情に迫り、考えを広げる。

④
２つの立場を通して、主人公の心情
を考え、自分事として捉える。

スライドに自分の考えを書く。

⑤
本時の内容を振り返る。 〇動画視聴

〇スライドに振り返りを書かせる。
（他の生徒と共有・提示）

道徳科・３年

③２つの視点から様々な意見を共有①フォームでアンケートを実施

リアルタイムで
提示
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総合的な学習の時間
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単　　　元 「桜を愛そう」  #SAKULOVERS～さくらをさるく～

本時の学習 長崎の魅力を調べて、紹介する。

目　　　標
「長崎の魅力」について、既得の知識やインターネットで集め
た情報から、ジャムボードでイメージマップを作成し、地域学
習への意欲を高める。

活用アプリ等 ミート・ジャムボード

【概要と手順】

手順 Chromebookの活用ポイント

①
「探究学習」についてオリエンテーションを
行う。

ミートで各学級をつなぎ、探
究学習についてのオリエン
テーションを行う。

②
「桜馬場地区、長崎の魅力は何か」につい
て課題意識をもつ。

人口流出や過疎化などの問
題点について、Chromebook
で調べる。

③
「長崎の魅力」について、インターネットな
どで集めた情報から、ジャムボードでイ
メージマップを作成する。

ジャムボードを使い「長崎の
魅力」についてイメージマップ
を作成する。

④
「長崎の魅力」について、調べたことをグ
ループごとに紹介する。

ジャムボードで作成したイメー
ジマップを共有する。

⑤
「桜馬場地区の魅力」に焦点を絞り、ジャ
ムボードでイメージマップを作成する。

ジャムボードを使い「桜馬場
地区の魅力」についてイメー
ジマップを作成する。

総合・１年

③「長崎の魅力」について、イメージ
マップを作成し、分野ごとに整理す
る。

⑤「桜馬場地区の魅力」に焦点を絞
り、イメージマップを作成し、分野ご
とに整理する。
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単　　　元 「桜を愛そう」  #SAKULOVERS～さくらをさるく～

本時の学習
フィールドワークを行い、桜馬場地区の魅力について考えを
深める。

目　　　標
フィールドワークを通じて、「桜馬場地区の魅力」について情
報を集め、収集した情報を班ごとに整理し、スライドにまと
め、発表することができる。

活用アプリ等 スライド

【概要と手順】

手順 Chromebookの活用ポイント

①
班を決めて、フィールドワークで調べる内
容をまとめる。

コースごとに史跡を
Chromebookで調べる。

②

フィールドワークを通じて、「桜馬場地区の
魅力」について情報を集める。

Chromebookのカメラ機能を
使い、画像を記録する。撮影
した画像をクラスルームに投
稿する。

③
収集した情報を班ごとに整理し、スライド
にまとめる。

記録した画像や事前学習の
内容をスライドに整理する。

④
班ごとにまとめたものを発表する。 寺・神社や史跡、人物につい

てまとめたスライドを使って、
学級内で発表する。

総合・１年

33

②フィールドワークを通じて、「桜馬
場地区の魅力」について情報を集め
る。

③収集した情報を班ごとに整理し、
スライドにまとめ、発表する。



単　　　元 「桜を知ろう」  ～キャリア教育との結びつき～

本時の学習 桜馬場地区の魅力について考えよう。

目　　　標
ふるさと（桜馬場地区）のために自分たちにできることを考
え、地域学習への意欲を高める。

活用アプリ等 ジャムボード

【概要と手順】

手順 Chromebookの活用ポイント

①
「人口が減少したらどうなるのか」について
個人→班で意見を出し合う。

ジャムボードに意見を出し、
協議する。

②
「桜馬場地区をどのような町にしていくの
か、そのために何ができるのか」につい
て、個人→班で意見を出し合う。

理想のまちづくりについて、
ジャムボードに意見を出し、
協議する。

③
「ふるさと（桜馬場地区）の魅力」について、
個人→班で意見を出し合う。

ジャムボードに意見を出し、
協議する。

④
ふるさとの魅力についてイメージマップを
作成する。

付箋のグルーピングをし、イ
メージマップを作る。

総合・２年

②理想のまちづくりについて考える。①人口減少の影響について考える。

④イメージマップを作成する。③ふるさとの魅力について考える。
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単　　　元 「桜を知ろう」  ～キャリア教育との結びつき～

本時の学習 職業インタビューの準備をしよう。

目　　　標
「桜馬場校区で働く人に話を聞いて考えを深める」ためのイン
タビューの内容について、４つの視点で考えることができる。

活用アプリ等 ドキュメント・ジャムボード

【概要と手順】

手順 Chromebookの活用ポイント

①

NHK for Schoolの映像コンテンツの視聴
を通して、地域の方へのインタビューの方
法について考える。

NHK for Schoolの映像コンテ
ンツをクラスルームに配信し
ておく。

②
職業インタビューに向けて、訪問する事業
所の情報を調べる。

インターネットで、事業所の情
報を調べる。

③
調べた情報をレポートにまとめる。 調べた内容や係分担をドキュ

メントのレポートにまとめる。

④

桜馬場校区で働く人に聞いてみたいこと
について、４つの視点から考える。

フィッシュボーンをジャムボー
ドの背景に設定しておき、４つ
の視点について考えられるよ
うにする。

総合・２年

③調べた情報をもとにレポートを共同編集する。

④フィッシュボーンを用いて、質問項目を考える。
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単　　　元 桜中のファンを増やそう～地域と「つながる」幸せ届け隊～

本時の学習 探究学習について知ろう。

目　　　標
「部活動の地域移行」について意見交換をする中で、探究学習
の良さに気づき、地域学習へ意識を高めることができる。

活用アプリ等 ジャムボード

【概要と手順】

手順 Chromebookの活用ポイント

①
「部活動の地域移行」について
の問題提起を行う。

Youtubeの動画を見せ、興味・関心を高
める。

②

「部活動の地域移行を進めるべ
きか」に対しての意見を、「強い
反対」⇔「強い賛成」と様々な立
場に立って意見を考える。

バタフライチャートをジャムボードの背
景に設定し、様々な立場に立って、自
分の意見を書かせる。

③ 班で考えを、伝え合う。 意見を共有し、思考を広げる。

④

自分の意見を書かせる。その際
に、なぜそう思うのかを根拠を
しっかりと記入させる。

ジャムボードの背景に座標軸を設定
し、同じ位置にある意見でも、根拠が違
うことに気付かせる。
なかなか自分の意見が表出できない生
徒には、②のバラフライチャートに戻
り、参考にするように伝える。

総合・３年
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②バタフライチャー
トを用いて、思考を
広げていく。

④班員の意見を
参考に、自分の
考えを深めてい
く。



単　　　元 桜中のファンを増やそう～地域と「つながる」幸せ届け隊～

本時の学習 自分たちにできることを見い出そう。

目　　　標
生徒数減少等の学校・地域の課題を知り、地域の魅力や課題を
考え、自分たちにできる地域貢献を考えることができる。

活用アプリ等 ジャムボード

【概要と手順】

手順 Chromebookの活用ポイント

①

入学者数減少がなぜ起きているのかと
いう現状に目を向け、桜中がもっと愛さ
れるためにはどうしたらよいかという疑
問を投げかける。

②
居住地区に班編成し、自分たちが住ん
でいる町の「魅力と課題」を話し合いな
がら、意見を出していく。

Yチャートを活用し、「ひと、も
の、こと」の視点別に、「魅力と課
題」を出させる。

③

「魅力と課題」を踏まえて、自分たちに
できそうなアイデアを出していく。

座標軸を活用し、「貢献度大⇔
小」「1人⇔協力」で、自分たちに
できそうなアイデアをできるだけ
多く出させる。

④
班で話し合った内容を全体で共有す
る。

様々な考え方があることを全体
で共有する。

総合・３年
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②Yチャートを使用し、魅力
と課題を出す。

③座標軸を使用し、自分たちにできそうな
アイデアを出す。


